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実施内容 

（１）研修体制の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）英語教育の状況を踏まえた目標管理 

■平成３０年度までの目標 

 平成２９年度の「英語教育実施状況調査」の結果を踏まえ、以下を目標として設定する。 

 

域内の全中学校及び全高等学校における、 

①求められる英語力を有する英語担当教員の全英語担当教員に占める割合 

○英語教育推進リーダーを講師に迎え外部専門機関と連携しながら、全中学・高等学校の中核

教員を対象とした研修を実施する。研修後に中核教員は自校に戻り、各校で伝達講習を行い、

最新の指導法や理論の普及を図ることで、県内教員全体の資質能力の向上を図る。また、研

修等の機会を通じて、教員の英語力を測定する指標として英語検定やＴＯＥＩＣ、ＴＯＥＦ

Ｌ等の外部検定試験を受検するなどして、積極的に自己研鑽に努めるように求める。 

 

～英検準１級程度以上等を取得している教員数～ 

・中学校  平成２９年度現状  ３６．５％ （平成２８年度全国値は３０．８％）  

平成３０年度目標  ４５．０％ （平成３０年度国目標値は５０％） 

・高等学校 平成２９年度現状  ６５．８％ （平成２８年度全国値は６１．０％） 

      平成３０年度目標  ７０．０％ （平成３０年度国目標値７５％） 

 

②求められる英語力を有する生徒の全生徒に占める割合（中学校第３学年、高等学校第３学年） 

○英語担当教員の指導力の向上を図る研修を複数回、計画的に実施することを通じて、生徒の

言語活動を中心とした授業へと指導改善を促進する。英語による授業の実践をさらに進める

とともに、ペアワークやグループワーク、ディベート、ディスカッション等の活動、ＩＣＴ

の活用、協同学習の取組などの普及を図ることで、４技能を総合的に育成する指導の充実に

努める。また、ＡＬＴの研修を通じて、ＡＬＴの指導力の向上を図り、授業内外におけるＡ

ＬＴの積極的な活用を進め、生徒の実践的な英語力の向上と英語学習のモチベーションの向

上を図る。生徒が目標を持って英語学習に取り組めるように、各校で作成した「ＣＡＮ－ 

＜英語教育推進リーダー＞ 

○中央研修に参加 
○所属校等域内で授業研究会実施 

高  校（２名）研修協力校２校（研修実施校５校） 
中学校（３名）研修協力校 1 校（研修実施校５校） 
小学校（３名）研修協力校 1 校（研修実施校５校） 

県研修講師 
授業研究会 
の実施 

 ＜各校教科主任・中核教員＞ 

○県の英語教育カスケード研

修に派遣（県事業名：英語教員

スキルアップ事業） 
 高校（各校 1 名）中学校（各校

1 名）小学校（各校 1 名） 
 

指導助言 

＜外部専門機関＞ 

地域の大学機関等 

連携 

＜滋賀県教育委員会＞ 

○英語教育カスケード研修の開催等 
○授業研究会への指導主事等派遣 
○小・中教育研究会部会との連携 
 

助言、研修講師 

校内研修会 
の講師 

＜各校の英語担当教員＞ 

○校内での英語指導力研修  
 

連携 ＜市町教育委員会＞ 

この他、県拠点校

事業により、県教

委が研修会を開催 
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ＤＯリスト」の生徒への提示、パフォーマンス評価の導入等をさらに進めるとともに、生徒

に英語力の向上を実感させるために、英語検定等の外部検定試験の積極的な受検を勧める。 

 

・中学校  ～英検３級以上取得と３級以上相当の生徒数～ 

平成２９年度現状  ４０．０％ （平成２８年度全国値は３６．１％） 

      平成３０年度目標  ４５．０％ （平成３０年度国目標値は５０％） 

・高等学校 ～英検準２級以上取得と準２級以上相当の生徒数～ 

平成２９年度現状  ３３．５％ （平成２８年度全国値は３６．４％） 

      平成３０年度目標  ４０．０％ （平成３０年度国目標値は５０％） 

 

③「ＣＡＮ－ＤＯリスト」の形で技能別に設定した学習到達目標の整備状況 

○県のモデルを各校に提示し、全中学・高等学校において、「ＣＡＮ－ＤＯリスト」の作成を

指示している。高等学校においては、平成２７年度に設定状況が１００％に達した。引き続

き、生徒への公表と達成状況の把握を含めて、中高で１００％を目指す。 

 

  ・中学校  平成２９年度現状  ６５．７％（設定している学校数） 

                   ６．１％（公表している学校数） 

                  ２２．２％（達成状況を把握している学校数） 

        平成３０年度目標   １００％（設定・公表・達成状況把握）   

  ・高等学校 平成２９年度現状   １００％（設定している学科数） 

                  １９．０％（公表している学科数） 

                  ３７．９％（達成状況を把握している学科数）  

                平成３０年度目標   １００％（設定・公表・達成状況把握） 

 

④授業における、生徒の英語による言語活動時間の占める割合 

 ○英語担当教員の指導力の向上を図る研修において、生徒の言語活動を中心とした授業の推進

を図るために、授業案の紹介や、ペアワーク、グループワーク、ディベート、ディスカッシ

ョン等の活動の普及を図る。また、研修協力校等において、言語活動を効果的に行っている

授業実践を行い、その成果の普及を図る。ＡＬＴの研修を通じて、生徒が英語を用いる活動

をティームティーチング等にできるかぎり取り入れるよう促す。研修会では、教員が授業案

を交流する機会を設定する。また、指導主事が、授業研究会や学校訪問等の機会に、授業へ

の指導助言を行うなどして、英語による言語活動の積極的な導入を促進する。引き続き、中

高で１００％の実施を目指す。 

 

  ～授業中、半分以上の時間、言語活動を行っている～ 

 ・中学校  平成２９年度現状  ６２．４％ 

        平成３０年度目標   １００％ 

・高等学校 平成２９年度現状  ３８．５％ 

平成３０年度目標   １００％ 

 

⑤「話すこと」及び「書くこと」における「外国語表現の能力」を評価するためのスピーキング

テスト及びライティングテスト等のパフォーマンステストの実施状況 

 ○英語担当教員の指導力の向上を図る研修において、評価方法についての研修を行い、スピー

キングテスト及びライティングテスト等のパフォーマンステストの実践例の紹介を行う。Ａ

ＬＴの研修を通じて、生徒の英語での表現能力を評価するテストを積極的に行うよう指導す

る。研修会では、教員がパフォーマンス評価を含めた評価方法を交流する機会を設定する。

また、指導主事が、授業研究会や学校訪問等の機会に、授業への指導助言を行う中で、スピ

ーキングテスト及びライティングテスト等のパフォーマンステストの普及を促進する。中学

校、高等学校とも全校で学期に複数回のパフォーマンステストの実施を目指す。 



 

 滋賀県教育委員会 

4

・中学校  平成２９年度現状  ２．４回（１学年あたりのスピーキングテスト回数） 

                １．８回（１学年あたりのライティングテスト回数） 

      平成３０年度目標  ６．０回（ライティング、スピーキングとも）  

・高等学校 平成２９年度現状  ０．５回（１科目あたりのスピーキングテスト回数） 

                ０．７回（１科目あたりのライティングテスト回数） 

平成３０年度目標  ２．０回（ライティング、スピーキングとも） 

 

⑥授業における、英語担当教員の英語使用状況 

○英語担当教員の指導力の向上を図る研修を通じて、資質能力の向上を図るとともに、授業を

英語で行うとともに、生徒の英語使用を高める授業案の紹介と演習を行う。また、研修会で

は、教員が授業案等を交流する機会を設定する。指導主事が、授業研究会や学校訪問等の機

会に、授業への指導助言を行うなどして、英語による授業実践を促進する。引き続き、中高

で１００％の実施を目指す。 

 

～授業中、発話の半分以上を英語で行っている～ 

 ・中学校  平成２９年度現状  ６２．６％ 

        平成３０年度目標   １００％ 

・高等学校 平成２９年度現状  ３７．１％ 

平成３０年度目標   １００％ 

 

域内の全小学校における、 

⑦相応の英語力を有する教員の全教員に占める割合 

○英語教育推進リーダーを講師に迎え外部専門機関と連携しながら、小学校の中核教員を対象

とした研修を実施する。研修後に中核教員は自校に戻り、各校で伝達講習を行い、最新の指

導法の普及を図ることで、県内教員全体の資質能力の向上を図る。また研修等の機会を通じ

て、教員の英語力を測定する指標として英語検定やＴＯＥＩＣ、ＴＯＥＦＬ等の外部検定試

験を受検するなどして、積極的に自己研鑽に努めるように求める。平成３０年度には、各小

学校で、２人以上を目標とする。また英検準２～２級の取得についても積極的に推奨してい

く。  

 

域内の全ての小学校・中学校・高等学校における、 

⑧研修実施回数、研修受講者の人数及び全英語担当教員に占める割合 

 ○県は、中央研修に参加した英語教育推進リーダーが講師を務める英語教育カスケード研修を、

計１４時間、小学校、中学校、高等学校で３回～４回に分けて実施する。研修に参加した各

校の教科主任・中核教員は、自校で校内研修会を実施する。（研修回数は、小・中学校で年

３回 高等学校で年４回） 

 

  ・小学校  平成２７～３０年度目標 ２２４回（１年あたりの研修回数） 

        平成２７～３０年度目標  ２５％（１年あたりの研修参加者割合） 

・中学校  平成２７～３０年度目標 １０２回（１年あたりの研修回数） 

        平成２７～３０年度目標  ２５％（１年あたりの研修参加者割合） 

・高等学校 平成２７～３０年度目標  ５５回（１年あたりの研修回数）   

       平成２７～３０年度目標  ２５％（１年あたりの研修参加者割合） 

 

（３）研修の体系と内容の具体 

【研修協力校と研修実施校について】 

英語教育推進リーダーが所属する学校を研修協力校に指定し、以下の取組を実施する。 

   （１） 英語教員推進リーダーによる授業研究会等の実施に係る支援 

（２） 外部専門機関（大学や外国の公的機関等）との連携 
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（３） 滋賀大学を中心とする地域の大学と連携し、小学校・中学校・高等学校の系統的な

英語教育の推進を目指し、教員の指導力向上や授業改善について共同で研究に取り

組む。 

（４） 研修内容に係る指導主事による指導・助言 

（５） 授業研究会・教員研修会の県内の全小学校・中学校・高等学校への案内 

（６） 研修協力校における英語力等について、経年変化を調査し、教員の指導力向上や授

業改善に資する。 

＊ 研修協力校は、文部科学省の実地調査の訪問対象候補校となる。 

 

  県事業における研究指定校等を研修実施校とし、域内で以下の取組を実施する。 

（１） 外部専門機関（大学や外国の公的機関等）との連携 

（２） 滋賀大学を中心とする地域の大学と連携し、小学校・中学校・高等学校の系統的な

英語教育の推進について研究を進めるとともに、その研究成果を域内の各学校に普

及する。 

（３） 研修内容に係る指導主事による指導・助言 

（４） 授業研修会の全県への案内 

 

【県教育委員会が開催する研修】 

平成３０年度 

○英語教育カスケード研修（小・中学校 年３回実施、 高等学校 年４回実施） 

（目的）専門的指導力の向上、教科主任としての力量形成を目的として実施 

 （対象）英語科・外国語活動主任または学校組織の中核となる教員 

      小学校  各校１名で計７５名参加予定（国立学校を含む） 

中学校  各校１名で計３３名参加予定 

      高等学校 各校１名で計４９名参加予定   

 （内容）  

・平成２９度英語教育推進リーダーによる研修実習（１４時間） 

  小学校  小学校における外国語教育のあり方、伝えあう意欲を引き出す授業づくり、 

       小学校教員の英語力向上 

  中学校  ４技能をバランスよく育成するための授業改善と評価の在り方、コミュニ

ケーション能力の育成を目指す授業づくり 

  高等学校 （中学校の内容に準ずる） 

  

 ○外国語指導助手の指導力等向上研修（年５回実施） 

（目的）ティームティーチング等の指導力の向上を目的として実施 

 （対象）県内の外国語指導助手全員（ＪＥＴプログラム） 

      小学校配置 １５名  中学校配置 ３６名  高等学校配置 １８名   

 （内容） 

１回目 教材の作り方、ティームティーチングの基礎 

２回目 授業案の作成、実践例紹介 

   ３回目 英語教育指導法 

４回目 効果的なティームティーチングの方法等に関する講義･演習 

   ５回目 語学指導の理論と実践に関する講義・演習 

 

【各校が実施する校内研修】 

○英語教育推進リーダーによる英語教育カスケード研修を受講した中核教員による校内研修会

（小学校、中学校、高等学校） 

（目的）英語担当者としての専門的指導力の向上を目的として実施 

 （対象）中核教員の所属校の外国語活動・外国語科担当教員 
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【英語力評価テストについて】 

○教員の英語力を測る英語力評価テストとして、研修等の機会に、英語検定やＴＯＥＩＣ、 

ＴＯＥＦＬ等の外部検定試験を受検するなどして、積極的に自己研鑽に努めるように求める。

求められる英語力を有する担当教員の人数を定期的に調査するとともに、受検者数について

も調査を行い、より多くの教員が英語力評価テストを受検するように、学校ごとに受検者数

を集計するなどして目標管理を行い、必要に応じて、研修内容や時期等の見直しを行う。な

お、小学校教員については、英検準２～２級相当の英語力を身に付けることから始め、最終

的には、中学校・高等学校の教員と同様に、英検準１級相当の英語力を身に付けることを目

指していく。 

 

【教員の英語指導力の変容について】 

 ○教員の英語指導力の変容を測るために、求められる英語力を有する担当教員の人数を調査す

るとともに、英語力評価テストの受検者数や、授業における英語担当教員の英語使用状況の

推移や、教員の英語指導力の変容の結果としての、授業改善について、生徒の英語による言

語活動時間の占める割合の推移等を定期的に検証する。検証結果を分析したうえで、必要に

応じて研修内容や時期等の見直しを行う。 

 

【本事業における研修の評価方法について】 

○本事業における研修の評価方法として、求められる英語力を有する担当教員の人数を調査す

るとともに、英語力評価テストの受検者数や、生徒の英語による言語活動時間の占める割合

の推移等の授業改善の状況、求められる英語力を有する生徒の全生徒に占める割合等を定期

的に検証する。「英語教育の状況を踏まえた目標管理」で設定した目標の達成状況と、研修

後に実施する、参加教員の満足度を調査の結果を踏まえ、次年度の研修内容や時期等の見直

しを行う。 

 

【事業全体の検証の場について】 

 ○本事業の取組内容の妥当性や達成度について客観的な検証を行うため、年間事業計画の中の

次の取組を活用することにする。 

  ①１１月には小学校・中学校・高等学校の英語教育推進リーダーの所属校や、県が指定する

研修協力校４校、県事業の研究指定校１５校等において、英語教育推進リーダーによる研

修報告、実践報告、公開授業、授業研究会、教員研修会等を実施する。授業研究会の中で

は、本事業における取組の経緯や成果・課題等について、協議の時間を設定する。その場

で、指導助言者として招聘する大学教授等の有識者から、専門的指導を受けることによっ

て、事業全体の効果や課題について詳細な検証を行う。 

  ②滋賀大学等の地域大学との連携を促進する観点から、小中高を通じた系統的英語教育を推

進することを目指し、県事業に係る教員研修や授業研究会の企画、運営については、県教

育委員会と地域大学機関が連携して取り組む。また、小学校、中学校、高等学校における

授業研究会や、域内で実施する教員研修会等にも、地域大学機関より指導助言者を招聘し、

事業の進捗状況の管理や成果の検証等に係り、県教育委員会と連携を行う。 

 

 

（４）年間事業計画 

月 都道府県等の取組 外部専門機関等 

４月 

・前年度英語教育推進リーダーによる実地研修のための事前

指導（小学校、中学校、高等学校） 

・平成３０年度英語教育推進リーダー候補者オリエンテーシ

ョン（小学校・中学校） 

滋賀大学（他、地域の大

学機関） 



 

 滋賀県教育委員会 

7

５月 

・【高等学校】第１回英語教育カスケード研修（前年度英語

教育推進リーダーの研修実習） 

・平成３０年度英語教育推進リーダー候補者オリエンテーシ

ョン（高校） 

・【小学校・中学校・高等学校】研修協力校における授業研

究会 

滋賀大学（他、地域の大

学機関） 

６月 

・前年度英語教育推進リーダー研修実習の打合せ①（小学校、

中学校、高等学校） 

・【小学校・中学校・高等学校】研修協力校における授業研

究会 

滋賀大学（他、地域の大

学機関） 

７月 

・前年度英語教育推進リーダー研修実習の打合せ②（小学校、

中学校・高等学校） 

滋賀大学（他、地域の大

学機関） 

 

８月 

・【高等学校】第２・３回英語教育カスケード研修（前年度

英語教育推進リーダーの研修実習） 

・【中学校】第１・２回英語教育カスケード研修（前年度英

語教育推進リーダーの研修実習） 

・【小学校】第１・２回英語教育カスケード研修（前年度英

語教育推進リーダーの研修実習） 

・【外国語指導助手（ＪＥＴ－ＡＬＴ）】新規来日外国語指

導助手を対象とした研修「教材の作り方」等 

滋賀大学（他、地域の大

学機関） 

文部科学省（小、中、高） 

 

９月 

・平成３０年度英語教育推進リーダーの勤務校における授業

研究会（小学校、中学校、高等学校） 

・【小学校・中学校・高等学校】研修協力校における授業研

究会 

滋賀大学（他、地域の大

学機関） 

 

１０月 

・【中学校・高等学校】事業全体の中間報告 

・【中学校】第３回英語教育カスケード研修（前年度英語教

育推進リーダーの研修実習） 

・【高等学校】第４回英語教育カスケード研修（前年度英語

教育推進リーダーの研修実習） 

・【外国語指導助手（ＪＥＴ－ＡＬＴ）】外国語指導助手の

指導力等向上研修「英語教育指導法」等 

滋賀大学（他、地域の大

学機関） 

１１月 

・【外国語指導助手（ＪＥＴ－ＡＬＴ）・小学校・中学校・

高等学校】外国語指導助手の指導力等向上研修「効果的な

ティームティーチングの方法」「語学指導の理論と実践」 

・平成３０年度英語教育推進リーダーの勤務校における授業

研究会（小学校、中学校、高等学校） 

・【小学校・中学校・高等学校】研修協力校における授業研

究会 

・【小学校】第３回英語教育カスケード研修（前年度英語教

育推進リーダーの研修実習） 

滋賀大学（他、地域の大

学機関） 

 

１２月 

・【小学校・中学校・高等学校】研修協力校における授業研

究会 

滋賀大学（他、地域の大

学機関） 

 

１月 

・【小学校・中学校・高等学校】研修協力校における授業研

究会 

滋賀大学（他、地域の大

学機関） 
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２月 

・【小学校・中学校・高等学校】研究成果のまとめ 滋賀大学（他、地域の大

学機関） 

３月 
・次年度の教員研修等の企画、外部講師との打ち合わせ 滋賀大学（他、地域の大

学機関） 

【その他の取組】 

・各市町に小学校英語専科加配教員を配置し、新学習指導要領の趣旨を踏まえた小学校英語教育の

実践・研究を行い、教科化を見据えて小学校英語教育の充実を図る。 

 



（様式10）目標管理書

※表中、斜線部は記入不要。計画段階では目標値のみ記入。

2017

校種 № 指標内容 現状 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値
① 求められる英語力を有する英語担当教員の割合（％） 65.8 70
② 求められる英語力を有する生徒の割合（％） 33.5 40
③ 学習到達目標の整備状況　　設定（％）　 100 100

　　　　　　　　　　　　　　　　　  公表（％） 19 100
                                        達成状況の把握（％） 37.9 100

④ 生徒の授業における英語による言語活動時間の割合（％） 38.5 100
⑤ パフォーマンステストの実施状況 　　　コミュニケーション英語Ⅰ 0.8 2

　　　スピーキングテスト（回）　　　　　  コミュニケーション英語Ⅱ　 0.6 2
                                                    コミュニケーション英語Ⅲ　 0.2 2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　英語表現Ⅰ 0.6 2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　英語表現Ⅱ 0.4 2
　　　ライティングテスト（回）　　　　　    コミュニケーション英語Ⅰ 0.8 2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   コミュニケーション英語Ⅱ 0.8 2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 コミュニケーション英語Ⅲ 0.5 2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   英語表現Ⅰ 0.7 2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   英語表現Ⅱ 0.9 2

⑥ 英語担当教員の授業における英語使用状況（％） 37.1 100
⑧ 英語担当教員に対する研修実施回数 61 55

研修受講者数 196 196

2017
校種 № 指標内容 現状 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値

① 求められる英語力を有する英語担当教員の割合（％） 36.5 45
② 求められる英語力を有する生徒の割合（％） 40 45
③ 学習到達目標の整備状況　　設定（％）　 65.7 100

　　　　　　　　　　　　　　　　　  公表（％） 6.1 100
                                        達成状況の把握（％） 22.2 100

④ 生徒の授業における英語による言語活動時間の割合（％） 62.4 100
⑤ パフォーマンステストの実施状況　スピーキングテスト（回） 2.4 6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    ライティングテスト（回） 1.8 6
⑥ 英語担当教員の授業における英語使用状況（％） 62.6 100
⑧ 英語担当教員に対する研修実施回数 103 102

研修受講者数 231 231

2017
校種 № 指標内容 現状 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値

① 学習到達目標の整備状況　　設定（％）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　  公表（％）
                                        達成状況の把握（％）

② 小学校教員に対する研修実施回数 227 224
③ 研修受講者数 260 260

2017
独自 № 指標内容 現状 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値

中
学
校

2021

2021

2021

都道府県等
教育委員会名

滋賀県教育委員会

2018 2019 2020 20222021

高
等
学
校

2018 2019 2020 2022

2022

2018 2019 2020 2022

小
学
校

2018 2019 2020


